
令和８年度第１回 給食施設関係職員研修会 開催結果 

 

【 開 催 日 】   令和８年９月１６日（水）14:00～16:２0 

【参加施設数】   ８４施設（特定給食施設４５施設、多数給食施設３９施設） 

【参加者数】   １０２名 

【 内 容 】   １ 報告「市内給食施設の備蓄状況等について」 

大津市保健所衛生課 食の安全推進係 

               ２ 講義「災害発生時の給食提供について」 

滋賀県栄養士会 清水 満里子 先生 

３ グループワーク「各施設の備蓄状況、平時の備えについて」   

 

【アンケート集計結果】 

回答数 62件（回収率 61％） 

 

（１）参加施設、参加者について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童福祉施設

37%

老人福祉施設

19%

社会福祉施設

18%

病院・診療所

11%

学校

7%

介護老人保健施設

3%

事業所・寄宿舎

3%
その他

2%

施設の種類

管理栄養士

42%

栄養士

23%

調理師

16%

施設管理者

8%

調理員

6%

その他

5%
職種



（２）研修会の満足度、業務への活用について 

 
 

【満足度評価の理由（一部抜粋）】 

・災害発生時 栄養食生活支援活動がどのような連携をされて 支援活動がされているかフローチャートでわかり

やすく教えて頂いた。 

・JDA-DAT（日本栄養士会災害支援チーム）が各都道府県に存在していて、災害時にはチームを組んで支援を

して、被災地の食の安全を守って活動している中での工夫などを教えていただきました。 

・他施設の状況が聞けて参考になった。 

・色々な施設での備えや、課題等を聞く事で、自施設も改善していく点がたくさんあるなと感じました。 

・マニュアルなど見本みたいなのもあればみてみたかったです。 

 

【研修会の内容を踏まえて、今後実践したい内容（一部抜粋）】 

・調理従事者が不足する場合のマニュアル 

・災害時に調理従事者や栄養士が出勤できない状況の場合、施設職員が対応できるよう平時に訓練をする必要

があると感じました。 

・防災倉庫の内容確認・倉庫の環境（温度や風通しなど）・賞味期限などのチェック 

・ローリングストックするものの検討(ラップや袋など) 

・災害を想定した調理、運搬について 

大変良かった

42%

良かった

55%

あまり良くなかった

3%

満足度

はい

98%

いいえ

2%

今後の備えについて

施設に戻った後、

実践したいこと

はありますか。


